
様式第１号 

三重県内周遊促進支援補助金 交付申請書 

                        令和〇年 〇月 〇日 

 三重県知事 あて 

申請者 所在地 三重県〇市〇町〇〇 

                  名 称 株式会社〇〇バス     

代表者職名 代表取締役 

代表者氏名 〇〇        ㊞ 

 

担当者名 〇〇 

TEL   〇〇―〇〇―〇〇        

E-mail  〇〇＠〇〇 

 

 三重県内周遊促進支援補助金交付要領第５条の規定に基づき、下記のとおり補助金

の交付を申請します。 

記 

 

１ 旅行催行件数  

    ５件 

 

２ バス利用台数 

   １２台 

 

３ 事業内容 

   第１号様式の２事業計画書※バス事業者用のとおり 

 

４ 補助金申請額 合計   ２７０千円 ※千円未満は切り捨て 

（注：上限 バス事業者 120万円） 

内訳は対象経費決算書のとおり 

 

５ 添付書類 

（１）事業計画書（様式第１号の２） 

（２）対象経費予算書（様式第１号の３またはこれに準じた様式） 

（３）代表者等に関する事項（様式第１号の４） 

（４）バス事業者独自の感染予防対策ガイドライン 

（５）運送申込書またはバス料金の上限額と下限額が分かる書類 

※バス事業者用 記載例 

単位が千円になっ

ていますので、ご注

意ください。 



 

（第１号様式の２） 

事 業 計 画 （ 報 告 ）書 

 

１ 旅行名称 〇〇ツアー 

２ 趣旨・目的 

県内のどこに何をするために行くかを記載してください。 

（例） 

△市にある施設〇〇を訪れ、三重ならではの△△を体験する。 

３ 旅行催行日及びバス台

数 
    〇月 〇日    バス 〇台 

４ 旅行の内容（立ち寄り

先が分かるスケジュー

ル） 

別紙のとおり 

※この枠内で収まらない場合、もしくは既存のスケジュール表

がある場合は、スケジュール表を添付してください。 

 

５ 旅行を造成する旅行業

者名 

〇〇旅行会 

 

６ バス事

業者独自の

ガイドライ

ン 

策定の有無 

    

  有    ・    無 

従業員への周

知の方法及び

内容 

実際に実施している内容について記載してください。 

（例） 

ガイドラインを作成後、ガイドラインを全従業員に配布の上、

ミーティングで周知。ガイドラインに沿った感染予防対策の徹

底状況については、毎日所属長が確認している。 

対外的な公表

の方法・内容 

（例） 

ＨＰでガイドラインの策定及び徹底していることを公表 

※ 旅行を企画する旅行業者に内容を確認のうえ、記載してください。 

※ 事業計画（報告）書内のガイドラインは、新型コロナウイル感染症予防対策に関

するガイドラインのことを言います。 

※ 事業計画書はツアー毎に作成してください。（第１号様式交付申請書「１旅行 

催行件数」と合わせてください。） 

※ 記入欄は、適宜拡張してください。（２枚目以降になっても構いません。） 

※ 補足説明など、適宜資料を添付してください。 

注）交付決定日以前に着手した経費、完了予定日以降に実施・支払いした経費は補 

助対象になりません。 

※バス事業者用 
記載例 



 

様式第１号の３ 

 
（〇〇旅行）対象経費予算（決算）書 ※バス事業者 

 

【対象経費に対する負担分】                    （単位：円） 

項 目 予算（決算）額 摘 要 

感染防止対策費 10,900 ・消毒費用        5,900円 

・消耗品購入費用     5,000円 

（マスク、消毒液等） 

・広報費用          円 

・対策設備設置費用      円 

（仕切りカーテン、抗菌・抗ウイルス対 

策、換気設備設置、体温計の購入費用 

など） 

・その他           円 

（内容：          ） 

 

 

バス利用促進費用 40,000 （上限額★）  （今回バス料金） 

   100,000 円 ―  60,000円  

（★貸切バスの運賃・料金制度に基づく

もの） 

（差額：事業者負担分） 

＝  40,000円 

 

合 計 50,900  

※ 感染防止対策費については支出証拠書類（領収書等）により支出したことを証

明できるものに限ります。 

（県から書類の提出を求めた際に提出できない場合は、補助金の交付ができま

せん。） 

※ バス利用促進費用については、運送申込書もしくは当該ツアーにおけるバス料

金の上限額及び下限額（貸切バスの運賃・料金制度に基づくもの）が分かる資

料を添付してください。 

 

記載例 

※千円未満切り捨てのため、申
請は 50,000円となります。 



 

様式第１号の４ 

 
代表者等に関する事項 

 

               申請者団体名称  株式会社〇〇バス          

 

職 名 氏名 

（よみがな） 

生年月日 性 別 

代表取締役 〇〇 

（まるまる） 

昭和〇〇年〇月〇日 男 

取締役 △△ 

（さんかくさんかく） 

昭和〇〇年〇月〇日 女 

    

    

    

    

 

注１ 本書類は、「三重県の交付する補助金等からの暴力団等排除措置要綱」第３条 

   の規定に基づき、三重県警察本部に対して確認を行うために使用します。 

 

注２ 「代表者等」とは、次に掲げる者をいいます。 

・ 様式第 1号に記載の申請者の代表者及び経営に実質的に関与している者。 

・ 補助金の振込先口座の名義人が申請者と異なる場合については、名義人に

ついてもご記載ください。 

記載例 



 

様式第２号 

 

三重県内周遊促進支援補助金 変更交付申請書 

 

                        令和 〇年 〇月 〇日 

 三重県知事 あて 

 

補助事業者 所在地 三重県〇市〇町〇〇 

名 称 株式会社〇〇バス 

代表者職名 代表取締役 

代表者氏名 〇〇       ㊞ 

 

 令和 〇年 〇月 〇日付け三重県指令雇経第 〇－ 〇号をもって交付の決定

の通知を受けた補助事業計画を下記のとおり変更したいので、三重県内周遊促進支援

補助金交付要領第８条第１項の規定に基づき、下記のとおり変更交付を申請します。 

 

記 

１ 変更の理由及び内容 

  〇〇ツアーについて、〇月〇日で旅行を実施する予定であったが、旅行申込者か

らの申し出により、催行を中止したことから、バスの利用が無くなった。 

 

２ 変更後の旅行催行件数  

    ４件 

 

３ 変更後のバス利用台数 

    ８台 

 

４ 変更後の事業内容 

   第１号様式の２事業計画書※バス事業者用のとおり 

 

５ 変更後の補助金申請額 合計 １７０ 千円 ※千円未満は切り捨て 

（注：上限 バス事業者 120万円） 

内訳は対象経費予算書のとおり 

 

６ 添付書類 

（１）事業計画書（様式第１号の２） 

（２）対象経費予算書（様式第１号の３またはこれに準じた様式） 

（３）運送申込書またはバス料金の上限額と下限額が分かる書類 

 

※バス事業者用 
記載例 



 

様式第４号 

三重県内周遊促進支援補助金 実績報告書 

                          令和〇年 〇月 〇日 

 三重県知事 あて 

 

補助事業者 所在地 三重県〇市〇町〇〇 

                  名 称 株式会社〇〇バス     

代表者職名 代表取締役 

代表者氏名 〇〇        ㊞ 

 

 令和 〇年 〇月 〇日付け三重県指令雇経第 〇－ 〇号をもって交付の決定

の通知を受けた補助事業について、三重県内周遊促進支援補助金交付要領第 10 条の

規定に基づき、下記のとおり報告します。 

記 

 

１ 旅行催行件数  

    ５件 

 

２ バス利用台数 

   １２台 

 

３ 事業内容 

   第１号様式の２事業報告書のとおり 

 

４ 補助金申請額 合計 １７０千円 ※千円未満は切り捨て 

（注：上限 バス事業者 120万円） 

内訳は対象経費決算書のとおり 

 

５ 添付書類 

（１）事業報告書（様式第１号の２） 

（２）対象経費決算書（様式第１号の３またはこれに準じた様式） 

（３）運送引受書 

（４）参加者名簿（参加者の氏名及び居住地（市町）が記載されたもの） 

（５）ガイドラインに沿って感染予防対策を徹底していることが分かる写真の写し 

 

 

※バス事業者用 
記載例 


